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キドックスの目指す社会

子ども・若者が自ら学び考えて行動し、
主体的に自分の人生を生きることができる、

犬が犬らしく人間社会の中で生きることができる、

“人がその人らしく”
”犬がその仔らしく”

心身豊かに生きられる社会を目指します。

キドックスの社会での役割

“若者が社会で自立するための基礎力を身につける教育機会”
”犬が人の社会で幸せに暮らすための教育機会”

の２つを同時につくることで、
双方に価値のある「ドッグ・プログラム」

を提供します。

2017年度を振り返って 代表理事 上山琴美

いつも当会の活動を応援いただきありがとうございます。
2017年度は、これまでの基盤を活かし、茨城県指定障害福祉サービスの「就労移行支援」「就労継
続支援B型」の事業を8月より開始いたしました。これまで通所していた若者たちも、手続きのサポ
ートを行うことでほとんどの方が制度を利用することができ、ご家族の生活費の負担を軽減すること
ができました。また、これまでサービスが提供できていなかった貧困状態にある方・生活保護受給者
の方・虐待等で家庭から離れて暮らす若者達に対しても、サービスを提供できる体制が整いました。
現在も10代～30代の若者たちが15名ほど通所しております。このように、人側の体制が整ってきた
ことで、保護犬にもこれまで以上に手厚くサポートできる環境を作ることができました。

2018年度からは、4月1日に「ドッグシェルター」を開設、4月21日に「保護犬と出会えるカフェキ
ドックスカフェ」を開店いたしました。ドッグシェルターを開設し、茨城動物指導センターから犬を

引き取ることで、茨城県の犬の殺処分数の減少に貢献し、
また、人馴れや社会化を１頭１頭丁寧に行うことで譲渡が
難しい犬たちも家庭犬になれるように支援していきます。
また、これまでかねてより課題だった譲渡数につきまして
も、保護犬と出会えるカフェで里親様を募集し、雑種や元
野犬の保護犬たちの魅力を存分に伝えられるようなシステ
ムをつくっていきます。シェルターワーク、保護犬のトレ
ーニング、カフェの運営等、すべての工程において、若者
たちに主体的に関わってもらい、その中で自立を目指して
いく体制をつくります。
若者・保護犬の双方が、一歩踏み出し、「人がその人らし
く」「犬がその子らしく」成長していけるように、2018
年度も引き続き邁進していきます。
今後ともキドックスをどうぞよろしくお願いいたします。



4



Contents

P6-7  若者自立支援ドッグプログラム事業

P8 ドッグプログラム啓発事業
p9-12   昨年度の振り返りと今後の目標

P13         実績一覧

P14 ご寄付者様
P15 団体概要・沿革・提携動物保護団体様

P16-18 会計報告
P19 ご支援のお願い

5



若者自立支援ドッグプログラム事業

6

自立を目指す若者と保護犬が
社会へ再出発できることを目指して

社会での居場所が見つからずに自立に悩む若者達が日本
にはたくさんいます。一方で、飼い主に捨てられて殺処
分されてしまう犬たちもたくさんいます。私たちは双方
が共に助け合い一歩踏み出すための機会を提供し、若者
の自立と保護犬の里親家庭への譲渡を目指しています。

2017年度概要

若者編
・これまで支援ができていなかった貧困家庭への
事業提供を行えるように、茨城県指定障害福祉
サービス（就労移行支援、就労継続支援B型）を、
2017年8月1日より開始しました。

・現行の若者自立支援プログラムと、新たに始め
た障害福祉サービスの対象者やニーズを整理し、
パンフレットのリニューアルを行いました（平成
29年度 「親が変われば、子どもも変わる運動」推
進事業により作成）。さらに、サービスが行き届
いていない層へアプローチするため、地域での広
報活動に注力いたしました。

・地域に開かれた施設にするための環境整備を行
いました。若者たちとウッドデッキなどを作成し
ました（JT NPO助成事業2017により実施）。

・キャンプ合宿等若者たちの余暇活動を充実する
ための取り組みを行いました（2017年度ドコモ市
民活動団体助成事業により実施）。

保護犬編
・ドッグシェルター化と保護犬と出会えるカフェ
の２事業の立ち上げ（2018年度～）に向けて引き
出しテストやトレーニング内容の見直しを行いま
した。
・保護犬の譲渡促進のための保護犬と出会えるカ
フェのコンテンツや運営についての具体的計画の
策定を行いました。
・茨城県動物指導センターに譲渡団体として登録
し、当会としては初のセンター犬引き出し（セン
ターからの犬の保護）を行いました。

・交流イベント「おもてなし会」

DIY体験会やおにぎり豚汁大会、山登り

など楽しい交流イベントを行いました。
・老人ホームへセラピードッグ訪問

・犬の譲渡会の実施

・チャリティグッズの製作、販売

若者自身が企画した商品を製作しイベ

ントで販売しました。

・季節イベント

羊毛ちくちく講座や、警察犬競技会の視察

などを行いました。

日常のプログラム以外にも、

様々な取り組みに挑戦しました！

Before

After
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若者自立支援ドッグプログラム事業

プログラムの質と成果の向上 若者編
・指定障害福祉サービス（就労移行支援、就労継続支援B型）の支援内容

を改善し、充実する
・情報が行き届きにくい層に対してのアウトリーチに力を入れる

プログラムの質と成果の向上 保護犬編

・ドッグシェルターの運営システムの改善検討
・譲渡促進（広報方法の検討、カフェでの里親募集）
・茨城県動物指導センターや民間保護団体との連携強化

2018年度目標

2013年5月1日～2018年3月31日までの
約5年間の集計です。

2017年度の「いぬのいえ」の利用者数と
犬の頭数です。

※年度別集計のため、プログラム成果にタイムラグが生じるため

（例えばプログラム参加した翌年に就労決定等）過去の年度も含めた集計を掲載しています。

2017年度実績

2017年度に実施した活動とその実施回数、
利用者数の合計です。
※利用者数は延べ人数です。

活動カテゴリ
実施回数
（回）

利用者合計
(延人数)

就労移行支援事業 168 541

就労継続支援B型事業 166 17

自立支援いぬのいえ 132 99

就労支援イヌモク工房 36 64

フリースペース 5 不特定多数

お手紙会員 4 76

交流イベント 4 56

セラピードッグ訪問 2 100

ひきこもり相談員/事例検討会/
地域連携会議

5 不特定多数

犬の譲渡会 1 不特定多数

特別講座 2 12

総利用者数 138

定期利用者数 33

延利用者数 2347

進路決定者数 12

進路決定率(%) 36%

総トレーニング数 25

総譲渡数 17

開始時(2013/5/1)から現在まで

（※一般向けプログラムのみ集計)

人

犬

2017年度(2017/4/1-2018/3/31)

総利用者数 65

定期通所利用者数 21

延利用者数（定期利用者のみ） 728

進路決定者数 1

進路決定率(%) 5%

総トレーニング数 10

総譲渡数 3

人

犬
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ドッグプログラム啓発事業

2017年度概要

各賞の受賞
・第31回人間力大賞にて総務大臣奨励賞を受賞

・つちうら人間力大賞２０１７にてグランプリを受賞

・書籍「捨て犬たちと目指す明日」が、神奈川県学校図

書館協議会推薦図書・長野県読書感想文コンクール・

大阪子ども本の帯創作コンクール・未来屋書店オスス

メ本に選出・第１３回大阪こども本の帯創作コンクー

ルにて朝日新聞社賞を受賞

支援員の人材育成
・資格取得の支援を行い、１名が社会福

祉士を取得。

・月１回の成果進捗確認ミーティングと、

月２回のプログラムのケース検討を行

う会議を実施。

社会に価値ある成果を出せる”継続的な組織”を、

日本中に作るために
自立に悩む日本中の若者たち、殺処分されてしまう日本中の犬たち、彼らを各々の地域
で守り育てていけるように、継続して事業を行い成果を出していける組織基盤作りと、
ドッグプログラムが様々な地域でも適切に運営されるよう活動して行きます。

2017年度実績

2018年度目標

定期的なスタッフ研修プログラムの充実（月１回の成果ミーティング、月２回の
ケースワーク会議でスタッフ個人の能力を高め、組織の目標を共有する）と、
スタッフ研修・ボランティア研修の人材育成の一連のシステム、マニュアル作り

自然体験や動物愛護の道徳教育プログラム、外部向けの人材研修プログラムの内容充実

ドッグプログラム専用HPの立ち上げ
・自然体験や動物愛護の道徳教育プログラムや

人材育成研修の専用のWEBサイトの立ち上げ

を行った。（http://shelter.kidogs.org/）

事業名 活動カテゴリ
実施回数
（回）

利用者合計
(延人数)

講演会 5 570

取材・見学対応
見学ツアー毎月

１回
/その他毎月随時

130

啓発イベント/交流会等 4 不特定多数

若者自立支援ドッ
グプログラムの企
画・運営・コンサ
ルティング事業/
若者自立支援ドッ
グプログラム広域
的普及のための啓
発活動及び講演事

業

http://shelter.kidogs.org/


去年はプログラムが大幅に変更になり、キドックスに通う人やスタッフさ
んが一気に増え、戸惑ってしまいました。人見知りで、慣れない人とはほ
とんど言葉を交わすことができないのですが、新しいスタッフさんはとて
も話しやすく、すぐに慣れて軽い冗談も言えるようになりました。
そのことで少し自信がついたのか、新しくキドックスに来た人とも、気軽
にとはいきませんが気負うことが少なくなりました。
人見知りがなくなったわけではありませんが、少しずつ人に慣れていける
ようにしたいです。

「経験を積み重ねて新しい人に接することにも慣れてきた」Sちゃん

プログラムへ参加した若者による作文
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「自分と向き合い体調安定を目指す」Aさん

プログラムへ参加した若者の中から数名にお願いをして、
昨年度の振り返りと今後の目標を書いてもらいました。

2017年度の振り返りと今後の目標

今年は面接に向けて練習することを目標にしていました。
まず自分の長所短所を知るところから始めたのですが、自分のことを理
解するのがなかなか難しくかなり苦戦をしてしまいました。何度もス
タッフさんに助けていただきつつ、何とか履歴書を書き上げるところま
で進めることができました。ここから面接の練習に進みたかったのです
が体調が安定せず、練習をすることができませんでした。
以前出先で体調を崩してから「出かけるとまた体調を崩すのでは」と不
安になってしまい、その不安から体調を崩してしまうという悪循環が起
きていました。せっかく一歩進めたと思ってもすぐ後退してしまう…そ
んな日々を繰り返し、このままではダメだと思いました。
後退しない為に必要なこと。なぜ体調が悪くなるのか原因を探り改善し
ていくことだと考えました。まずは体調を安定させること、それを来年
の目標にしたいと思います。



2017年の8月頃にキドックスのプログラムが大分変わり、新しい職員がキ
ドックスで働くことになりました。職場での人間関係づくりと仕事でのス
トレス解消が苦手な私は、新しい職員が働くことに対して不安を感じてい
ました。実際に新しい職員と一緒に活動しましたが、上手くコミュニケー
ションがとれているように感じず、相手にどう思われているのか気になっ
てしまい、悩みすぎて体調を崩してしまうときもありました。
そのような人間関係に対する不安やストレスを軽減するために、自分の気
持ちの整理の仕方をすることを始めました。またその練習は始めたばかり
でなかなか不安やストレスを軽減したりすることが難しいですが、社会に
出たときに必ず生きてくると思います。
人間関係での不安やストレスが少しでもなくなるように努力して、社会の
中でうまく生きていけるようになりたいです。

「不安やストレス対処に向けて練習を始めた」Sさん

プログラムへ参加した若者による作文
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「在宅訓練のプログラムに挑戦し始めた」Kさん

キドックスに来てもうすぐ1年になります。
遠方ということや個人的な問題が山積して来られないことも多くありまし
たが、キドックスの建物に足を踏み入れた瞬間に犬たちに歓迎されると嬉
しく思います。自分はプログラムでは犬と関わることはありませんが、週
1回通所して休憩や昼休みに頭や体を撫でたりおもちゃで遊んでいたら覚
えてくれたようです。
最初は人間不信なのか触れさせようともしなかった犬が、だんだんと人を
好きになり撫でるのを要求するようになったのを見ると、キドックスは犬
にとっても居心地のいい安心できる場所なんだろうと思います。
私は人と話すのはあまり好きではないですが、犬は言葉を交わす必要がな
く人より意思の疎通がしやすいので精神的に楽になり、心にゆとりが出来
ました。
最近在宅訓練のプログラムを受け始めましたが、人付き合いが苦手という
ことを前提にして、一人でできる仕事を増やしていければと思います。今
は農業に興味があり、家の裏山で無農薬・無肥料の野菜と果物栽培の実験
中です。朝鮮人参も去年は土耕で20～30本ほど失敗しましたが、今度は
水耕栽培で育つか実験する予定です。



キドックスのスタッフによる作文
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2017年度の振り返りと今後の目標

若者たちへの更なるサポート充実のために県の指定を受け障害福祉サービスを
始めることになった2017年度。2017年度は、その準備とプログラム運営に力
を入れた一年でした。
個人的には、サービス開始までに、プログラムの細かい所を詰め、各関係部署
への挨拶回り、新サービスを多くの若者たちに知ってもらう営業などに力を入
れました。自分たちの活動内容を色んな方へ話す機会が多く、改めて自分たち
の活動を振り返ることができ、このプログラムが若者たち保護犬たちにとって
未来に繋がるものにしなければという思いで取り組みました。
新サービス開始後は、新体制で臨むにあたり課題も多く出てきました。
一番は、若者たち保護犬たちをサポートする側の私たちスタッフでの支援方針
の共有・実施や知識の向上、スタッフ間で足並みを揃え連携をとりながら行う
という基本的、かつ、一番重要な所に躓き試行錯誤を繰り返してきました。
2018年度も始まり少し経ちましたが、今年度からは、昨年度に開始した障害
福祉サービスに加え、保護犬たちの出会いの場としてのキドックスカフェも開
始することが出来ました。
カフェでは、保護犬の社会化向上と出会いの場だけでなく、若者にとっても就
労経験ができる重要な役割を持つ場所です。両者をカフェに繋げ、その先の一
歩が出せるようにサポートしていくのが今年度の目標です。
昨年度抱えたスタッフの連携も取れてきつつある今、改めて、若者一人一人保
護犬一頭一頭の未来に向けて意義のあるプログラムにしていくよう精進してい
きたいと思います。

「スタッフ間で足並みを揃え連携をとることの大切さ」

プログラム統括責任者 村本 知恵里

ドッグプログラムに携わるスタッフより、昨年度の振り返りと今後の目標について述べます。
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キドックスのスタッフによる作文

「支援する側のコンディションが若者や保護犬に与える影響の大きさ」

ドッグトレーナー 里見 潤

2017年度は私自身、ドッグトレーニングを通して若者への関わり方にとて
も悩んだ一年でした。どう声を掛けるか、どういう態度で向き合うか、ど
う伝えれば伝わるのか、正面から向き合えばと分かっていても出来ないこ
ともありました。人に伝えることは難しい。
正直まだまだ模索中です。
一方で嬉しく、頼もしいこともありました。トレーニング頭数を多くこな
し、頼れる存在になりつつある若者の存在です。新しく入ってくる若者に
とって先輩となる彼らは模範にもなります。新しい若者にスワレやフセな
どトレーニングのデモを見せる、やり方を教えてくれることを見ている時、
本当に頼もしく、嬉しい気持ちにしてもらえました。
繋がっていく感覚を感じました。
キドックスとしては変化が多かった一年でした。
新しい事業の準備、スタッフ人員の変化など多くのことがありましたが、
今までやってきたことを継続しつつ、新しいことを始めていく中でスタッ
フ側に負担がいつの間にか溜まっていく流れになってしまった気がします。
スタッフ側の心身の疲れは保護犬、若者たちにも影響を与えてしま
う・・・関わる側のコンディション維持が、彼らに向き合う前提としてと
ても大切である事を感じ、来年度は休むべきところは休み、頑張る時を充
実させる準備をできるように。
具体的目標としては保護犬譲渡数を昨年度より増やしたい。そう考えてい
ます。



2017年度実績一覧
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■イベント型活動
2017/4/11【セラピードッグ訪問】つくば市プレミエール元気館様
2017/4/27 羊毛チクチク講座
2017/5/3 課外授業：警察犬訓練競技会の見学会
2017/5/24-30 ソーシャルポスター展にキドックスポスターが出展
2017/5/27 DIY体験・おにぎり豚汁大会
2017/6/27 サンシャイン・ヴィラ つくば倶楽夢様
2017/9/9-10 つくばカピオ手作り雑貨クラフトフェア出展
2017/9/29 キドックスキャンプ合宿
2017/10/2１ 小屋の竣工式
2017/11/5 第一回動物の幸せドリプラに出展
2017/11/13 ボランティア・市民活動フェスティバル2017 in 水戸に出展
2017/11/25【保護犬の譲渡会】FLY AGAIN TSUCHIURA2017
2017/12/29 筑波山登山＆忘年会

■講演活動
2017/4/15 つちうら人間力大賞２０１７にて講演
2017/8/28 Startup Hub Tokyo講演。ビジネスで社会を変える！潜在的課題を解決する起業家
2017/11/5 第一回動物の幸せドリプラにて講演
2017/12/17 SOIF Vol.25にて講演。ソーシャルイノベーターの情熱に出会う。未来に投資する。
2018/1/15 土浦保健所＆スマイルアップ元気会「ひきこもり家族のための研修会」にて講演

■相談員・事例検討会・地域連携会議
2018/3/8 2017年度いばらき合同相談会に相談員を行いました
2017/10/5 ひきこもり合同相談会にて相談員を行いました
2017/11/18 ひきこもり合同相談会にて相談員を行いました
2017/12/11 平成２９年度つくば保健所 ひきこもり支援地域連携会議
2017/12/23 第二回伝える会に出席

■助成金選出
2017/5/25 JT NPO助成事業2017に選出
2017/9/27 2017年度ドコモ市民活動団体助成事業に選出
2017/10/2 平成29年度 「親が変われば、子どもも変わる運動」推進事業に選出
2018/3/2 2017年度ドコモ市民活動団体助成事業中間報告会

■メディア掲載
2017/4/21 茨城最大級の地域情報サイト「いばナビ」掲載
2017/4/21 J:COM「デイリーニュースダイジェスト」
2017/5/16 ethica「飼い主がいない犬猫はどうなる？動物福祉の今を、ボランティアの現場から探ります。」
2017/5/28 茨城新聞に掲載
2017/9/16 常陽リビングに掲載
2017/10/11 ボートマガジン「マクール」に掲載
2017/12/3 しんぶん赤旗日曜版に掲載
2018/1/9 IBS茨城放送にラジオ出演

■提携動物愛護団体
NPO 法人 動物愛護を考える茨城県民ネットワーク CAPIN 様（茨城県）
Dog Shelter様（東京都）

■その他
2017/4/11 定期総会を実施
2017/4/15 つちうら人間力大賞２０１７にて代表の上山がグランプリを受賞
2017/6/6 代表の上山が第３１回人間力大賞ファイナリスト選出
2017/6/27 書籍「捨て犬たちと目指す明日」が、神奈川県学校図書館協議会の推薦図書に選出
2017/7/23 代表の上山が第31回人間力大賞にて総務大臣奨励賞を受賞
2017/8/6 書籍「捨て犬たちと目指す明日」が、長野県読書感想文コンクール・大阪子ども本の帯創作コンクー
ル・未来屋書店オススメ本に選出
2017/11/6 書籍「捨て犬たちと目指す明日」が、第１３回大阪こども本の帯創作コンクールにて朝日新聞社賞
を受賞
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2018年3月31日現在 ファミリー会員として継続的にご寄付くださっている皆様

(※2018年3月31日以降にご寄付いただいた方は来年度の年報に掲載させていただきます)

皆様からの温かいご支援に、心より御礼申し上げます

☆ Y.F様
☆ M.E様
☆ M.I様
☆ K.M様

☆ T.M様
☆ Y.Y様
☆ M.K様
☆ Y.S様

☆ C.M様
☆ W.K様
☆ T.Y様
☆ G.W様

☆4月14日 矢ノ中様
☆4月18日 大槻様
☆4月19日 土浦青年会議所様
☆4月23日 小神野様

（芦原橋チャリティドッグマルシェ）
☆5月10日 丸山様
☆5月12日 高田様
☆5月18日 大槻様
☆5月25日 細谷様
☆5月27日 浅見様
☆6月8日 紺屋様(芦原橋チャリマル主催者様)
☆6月12日 木村様
☆6月13日 市川様
☆6月15日 大槻様
☆6月21日 細谷様
☆6月27日 白井様
☆7月12日 石原様
☆8月２日 大槻様
☆8月14日 原田様
☆8月18日 小神野様
☆8月21日 酒井様
☆8月22日 飯岡様
☆8月24日 越中様
☆8月25日 金子様
☆8月29日 佐々木様
☆8月30日 原田様
☆9月9日 つくばカピオクラフトフェア
☆9月9日 柴様
☆9月11日 大槻様
☆9月21日 (公財)日本動物愛護協会様
☆9月26日 細谷様
☆9月28日 ＪＴ様
☆9月28日 河上様
☆9月29日 渡辺様
☆10月3日 原田様
☆10月5日 飯岡様
☆10月10日 乃村様
☆10月13日 小神野様
☆10月16日 大槻様
☆10月18～20日 渡辺様
☆10月21日 海老原様
☆10月21日 大槻様
☆10月21日 三澤様
☆10月24日 渡辺様
☆10月25日 白井様

☆10月25日 Ｗａｎ’ｓ ｕｐ(株) 中島様
☆10月25日 一般社団法人ZERO様
☆10月25日 筑波研究学園専門学校経営情報学科

の学生様4名
☆10月31日 根来様
☆11月5日 動物のためのドリプラご寄付
☆11月6日 酒井様
☆11月9日 大槻様
☆11月10日 大槻様
☆11月13日 海老原様
☆11月13日 白井様
☆11月13日 ボランティアフェスティバル

in水戸ご寄付
☆11月14日 松本様
☆11月20日 原田様
☆11月25日 フライアゲインつちうらご寄付
☆11月27日 原田様
☆11月28日 大槻様
☆12月4日 山中様
☆12月11日 木村様
☆12月11日 白井様
☆12月19日 SOIFご寄付
☆12月29日 白井様
☆12月29日 小神野様
☆１月16日 大槻様
☆2月5日 大槻様
☆2月6日 原田様
☆2月7日 渡辺様
☆2月19日 海老原様
☆2月21日 河上様
☆2月26日 佐野様
☆2月28日 ロジアスジャパン株式会社岡田様
☆2月28日 石津様
☆2月28日 つくば国際専門学校生徒4名様
☆2月28日 大槻様
☆3月2日 大槻様
☆3月13日 渡辺様
☆3月22日 飯岡様
☆3月22日 河上様
☆3月28日 椎名様、西塚様
☆3月30日 音芽フォスター様
☆3月30日 斉藤様
☆3月30日 粕谷様
☆3月31日 陶山様

☆ M.H様
☆ R.W様
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沿革

団体正式名：特定非営利活動法人キドックス
法人設立日（登記日）：2012年9月20日
団体設立：2011年8月
職員数：6名（2018年3月末現在）
ボランティア数：約10名
正会員数：13名

役員
代表理事 岡本琴美（旧姓：上山）
理事 里見潤
理事 山田有紀子
理事 佐治莉沙子
監事 渡邊陽子

2010年12月 犬の殺処分問題や子どもを取り巻く社会問題について調査・研究を開始
2011年8月 犬を介した子ども向けプログラムなどを様々な形式で行う
2012年9月 NPO法人格を取得
2013年3月 犬と若者の支援施設「キドックスファーム」を茨城県土浦市にて開所
2013年5月 保護犬を介した青少年の自立支援プログラム開始（自立援助ホーム向け）
2013年9月 若者就労支援プログラム開始（期間4ヶ月限定プログラム、一般向け）
2014年1月 若者就労支援プログラム終了（期間4ヶ月限定プログラム、一般向け）
2014年3月 保護犬を介した青少年の自立支援プログラム終了（自立援助ホーム向け）
2014年4月 自立支援プログラム「いぬのいえ」、フリースクール「こいぬのおへや」

保護犬カフェ「わんこみゅカフェ」開始
2014年7月 フリースクール「こいぬのおへや」プログラム終了
2015年12月 お手紙会員プログラムスタート
2016年10月 中間的就労プログラム「イヌモク工房」開始、訪問プログラム開始
2017年3月 「ゆるボラ」、ご家族への支援プログラム「クラフト」開始
2017年8月 茨城県指定就労移行支援・就労継続支援B型事業

「多機能事業所キドックスファームつちうら」開設
2018年4月 コミュニティ型ドッグシェルター「キドックスシェルター」開設
2018年4月 保護犬と出会えるカフェ「キドックスカフェ」開設

現在も茨城県土浦市にて活動中！

2017年度 提携動物保護団体様

動物愛護を考える
茨城県民ネットワーク CAPIN様
http://www.capinew.jp

茨城県土浦市にて動物保護施設を運営し、
動物と人が幸せに生きる社会を目指しています

Dog Shelter様
http://dogshelter.jp

東京都内の保健所から犬を保護し、犬達が温か
な家庭で幸せに暮らせるように活動しています

茨城県指定障害福祉サービス
事業者指定番号：0810300673
事業所名：多機能事業所

キドックスファームつちうら

茨城県動物指導センター届出
第二種動物取扱業登録済
茨城県動物指導センター譲渡団体登録済
第一種動物取扱業の種別
シェルター：保管（茨城県第2327号）
カフェ：訓練（茨城県第2283号）

展示（茨城県第2284号）
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2017年度の会計全体のご報告です。
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2017年度の事業・助成金別のご報告です。
総計の列が前ページの全体会計と同じ数値になっています。
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〜ご支援のお願い〜

特定非営利活動法人キドックス

〒300-4111 茨城県土浦市大畑1440

TEL: 029-846-0661

MAIL: info@kidogs.org

HP: http://www.kidogs.org

【ゆうちょ銀行以外からの振込先口座 】

・銀行名 常陽銀行
・支店名 新治支店
・店番 １９１
・口座番号 普通 １２３８４７３
・口座名義 特定非営利活動法人キドックス
・口座名義（カタカナ）

ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝｷﾄﾞｯｸｽ

キドックスの活動は、皆様の温かいご支援に支えられています。
自立に悩む若者たちや、飼い主に捨てられてしまった犬たちの双方の社会復帰
のために、皆様の温かいご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

ファミリー会員になって支援する
キドックスの若者たち・保護犬たちを、温かく見守り、身近な存在として応援してく
れる、ファミリー会員の方を募集しています。お申し込みはキドックスのHPにてお
手続きをお願いいたします。

物で支援する
活動に使用する様々な物品の募集をしております！
募集品リストはキドックスのHPからご覧下さい。

寄付で支援する
寄付の方法は、銀行振込、クレジットカードの２つからお選びいただけます。銀行振
込の方は、下記金融機関宛にお手続きをお願い致します。
その際は事務局（info@kidogs.org）までご連絡をお願い致します。
クレジットカードの方は、キドックスのHPからお手続きをお願いいたします。
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【ゆうちょ銀行からの振込先口座】

・銀行名 ゆうちょ銀行
・記号 １０６５０
・口座番号 普通 ４１８２２７０１
・口座名義 特定非営利活動法人キドックス
・口座名義（カタカナ） ﾄｸﾋ)ｷﾄﾞｯｸｽ



特定非営利活動法人キドックス

事業所兼ドッグシェルター

営業時間：月曜～金曜 9:00～18:00

住所：〒300-4111 茨城県土浦市大畑1440

TEL: 029-846-0661

MAIL: info@kidogs.org

HP: http://www.kidogs.org

保護犬と出会えるカフェ「キドックスカフェ」

営業時間：月曜、土曜、日曜、祝日 11:00～18:30 
(L.O. 17:30)

住所： 〒305-0022 茨城県 つくば市 吉瀬 511-5

TEL：070-5088-6436

MAIL：info@kidogs.org

HP: http://cafe.kidogs.org


